
1．2000年を中心として世界の国々で国勢調査

（人口センサス）を実施，日本は今年10月1日

国際連合（国連）の推計によれば，世界の人口

は，今年7月1日現在で約61億人とされています。

国連では，世界の人口問題に適切に対処するため

の基礎データを整備するため，世界の国々に，

2000年を中心として一斉に国勢調査を行うように

提唱しています。これは2000年ラウンド世界人口

センサスと呼ばれています。この2000年ラウンド

世界人口センサスの一環として，すでに世界各国

で国勢調査が始まっています。例えば，アメリカ

合衆国では，すでに今年4月1日現在で調査が開始

され，現在，調査票の回収が行われているところ

です。また，インドネシアでは，すでに調査員を

全国に配置し，7月1日の実施に向けて準備中であ

り，中国及び韓国では，11月1日に実施される予

定です。（表1参照）

日本でも，今年の10月1日現在で全国一斉に17

回目の国勢調査が行われます。

世界の人口が約61億人であると言っても，これ

はあくまでも推計によるものであり，人口問題に

適切に対応するには，正確な人口統計が必要です。

また，正確で詳細な人口統計は，各国の社会経済

の安定的な運営の基礎として必要不可欠なもので

す。2000年ラウンド世界人口センサスにより得ら

れる統計は，世界の人々にとって大きな意義を持

っています。

２．2000年の世界の人口は61億人，日本は1995

年の第8位から第9位になる見込み

国連は，World Population Prospectsという世

界各国の人口を推計した報告書（最新版は1998年）

を刊行しています。これによると，日本で前回の

国勢調査が行われた1995年の世界人口（7月1日現

1

平成12年国勢調査トピックス
― 2000年ラウンド世界人口センサス始まる ―

中国�

インド�

アメリカ合衆国�

インドネシア�

ブラジル�

パキスタン�

ロシア�

バングラデシュ�

ナイジェリア�

日本�

2000年11月1日�

2001年3月1日�

2000年4月1日�

2000年7月1日�

2000年8月1日�

1998年3月2～8日�

2002年�

2001年�

2001年�

2000年10月1日�

国　　名� 実施予定時期　注）�

注）すでに調査を実施した国については実施時期である。�

在）は，56.7億人となっており，各国の人口をみ

ると，中国が12.2億人と最も多く，以下，インド

（9.3億人），アメリカ合衆国（2.7億人），インドネ

世界�

中国�

インド�

アメリカ合衆国�

インドネシア�

ブラジル�

ロシア連邦�

パキスタン�

日本�

バングラデシュ�

ナイジェリア�

5,666,360�

1,220,516�

933,665�

267,020�

197,464�

159,346�

148,097�

136,244�

125,570�

118,616�

98,952

世界�

中国�

インド�

アメリカ合衆国�

インドネシア�

ブラジル�

パキスタン�

ロシア連邦�

バングラデシュ�

日本�

ナイジェリア�

6,055,049�

1,277,558�

1,013,662�

278,357�

212,107�

170,115�

156,483�

146,934�

129,155�

126,892�

111,506

出典：United Nations, World Population Prospects（1998）, Medium-Variant Projections.�
　　　ただし，日本は国勢調査及び国立社会保障・人口問題研究所�
　　　「日本の将来推計人口（平成９年１月推計）」による。�

１�

２�

３�

４�

５�

６�

７�

８�

９�

10

1995年�

国　　名� 人口（1000人）�

2000年�

国　　名� 人口（1000人）�
順�
位�

表1 人口ランキング上位10か国の2000年ラ
ウンド世界人口センサス実施予定時期

表2 人口ランキング上位10か国（1995年・2000年）



シア（2.0億人），ブラジル（1.6億人），ロシア

（1.5億人），パキスタン（1.4億人）と続いており，

日本（1.3億人）は，これらの国に次いで第8位と

なっています。

また，2000年の世界人口（7月1日現在）は，

60.6億人と推計されており，5年間で4億人，すな

わち，日本の人口の3倍余りの人口が増加してい

ます。中国からブラジルまでの上位5か国に順位

の変動はなく，パキスタンがロシアを抜いて第6

位となり，バングラデシュが日本を抜いて第8位

となり，日本は第9位になると見込まれています。

（表２参照）

3．総務庁統計局がインドネシアの2000年国勢調

査を支援するために技術協力

表2のとおり，人口ランキング上位10か国のう

ち，半数以上が発展途上国となっています。これ

らの多くの人口を抱える発展途上国では，国勢調

査を実施するに当たって，調査方法，集計技術な

どの面で問題に直面しており，日本を始めとした

先進国に対して支援を要請してきています。総務

庁統計局は，このような要請を受けて，これまで

長年にわたって，中国，韓国，インドネシア，メ

キシコ，スリランカ，フィリピン，アルゼンチン

などの政府統計機関に対して，国際協力事業団

（ＪＩＣＡ）を通じて，専門家派遣，研修員受け

入れ，機材供与などの技術協力を行ってきていま

す。

2000年ラウンド世界人口センサスでは，中国，

インド，アメリカ合衆国に次いで世界第4位の人

口を抱えるインドネシアから，2000年国勢調査に

対する技術協力の要請があり，これを受けて，総

務庁統計局は，インドネシア中央統計局に，ＪＩ

ＣＡを通じて1997年から専門の職員を派遣し，技

術協力を行っています。

インドネシアは，今年7月1日現在で国勢調査を

実施する予定であり，その調査票枚数は約6300万

枚と大量な数が見込まれています。この大量なデ

ータを速く正確に集計するためには専門的な技術

が必要であることから，総務庁統計局は，この国

勢調査のデータ処理を中心に技術協力を行ってい

ます。

この技術協力により，インドネシアの人口や国

民生活の実態を表す統計が，従来よりも正確かつ

詳細に得られますので，インドネシアの社会経済

の安定的な運営に役立つことはもとより，世界の

人口問題に対して，より適切な対応が可能となり

ます。

4．インドネシアの2000年国勢調査に日本政府か

ら情報処理システムを無償供与（3億6千万円）

この総務庁統計局によるインドネシアの2000年

国勢調査に対する技術協力を，より効果的なもの

とするために，日本政府は，無償資金協力により

ＯＣＲ（光学式文字読み取り装置）約80台から成

る情報処理システム（総額約3億6千万円）を5月

末にインドネシア政府に対して供与しました。こ

れに伴い，来る6月6日，インドネシア中央統計局

の主催でＯＣＲ導入記念式典がジャカルタで開催

されます。この式典には，総務庁から井上達夫統

計局長が出席します。

インドネシアには，従来は人口についての詳し

いデータが集計されていませんでしたが，この情

報処理システムの導入により，年齢別，産業別な

どの詳しい人口統計が得られます。これにより，

インドネシアでは，より適切な人口政策が講じら

れることが期待されます。また，国勢調査のデー

タを基礎として，様々な国民生活の実態を表す統

計作成が可能となることから，インドネシアの社

会経済の安定的・持続的な発展の基礎として役立

つと期待されます。

出典：総務庁統計局
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